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１．調査の概要  
 

 

（１）調査目的 

都民の日常生活に関わる下水道への認知度や意識及び要望などを把握し、東京都下水道局が

策定する広報戦略のための基礎資料とするため。 

 

（２）調査対象 

① 調査対象：東京都在住 20歳以上の男女個人 

② 調査対象の数：3,000名 

③ 抽出方法：無作為抽出法 

 

（３）調査方法 

 インターネット・調査票への自記式アンケート 

 

（４）回答回収率 

モニター件数  ：3,000名 

回答者数    ：1,113名 

回答率     ：37.1％ 

 

（５）調査項目 

東京都下水道局 広報広聴アンケート 

 

（６）調査期間 

令和元年 11月 15日（金）～ 令和 2年 1月 15日（水） 

       

（７）集計上・表記上への注意事項  

① 本文中の「ｎ」は質問に対する回答者数で、比率（％）は全て「ｎ」を基数として算出

している。また、比率を小数点第二位で四捨五入し「0.0％」となる項目については、グ

ラフ上の表記を省略する。 

② 本文中の年代、職業別分析において、年代、職業それぞれにおける「無回答」「不明」

は省略する。 
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２．結果の概要  
 

 

2.1 「下水道」を意識する場面 

「下水道」を意識する場面について、「トイレを使う時」が 73.2％と最も多く、次いで「くさい

臭いがした時」が 62.7％であった。 

一方で、「川や海を見ている時」は 8.2％と最も少なかった。 

ほとんどの選択肢に対して高齢者ほど比率が高かったが、「くさい臭いがした時」は若年層ほど

比率が高かった。  

 

2.2 「下水道」に対するイメージ 

「下水道」に対するイメージについて、「汚い、臭う」が 42.2％と最も多く、次いで「生活に必

要」が 21.4％となった。 

一方で「処理施設」は最も低く 8.3％だった。 

 

2.3 下水道についての関心度 

下水道への関心について、「どちらともいえない」が 52.4％で最も多く、次いで「関心を持って

いる」が 31.4％、「関心を持っていない」が 14.6％となった。 

年代別でみると、「関心を持っている」は 70 歳以上が最も多く、それ以降は減少傾向が見られ

るが、30 歳代が最も少ない。 

「下水道」への関心度については、「安全・災害などに関すること」が 27.9％で最も多く、次い

で「処理方法・しくみなどについて」が 23.2％となった。 

 

2.4 下水道用語の認知度 

下水道用語の認知度で最も高かったのは「マンホール」の 97.8％、最も低かったのは「合流式

下水道、分流式下水道」の 16.8％となった。 

年代別で最も認知度に差が出たのは「ポンプ所」で、20 歳代と 70歳以上では 25ポイントの差が

出た。 

職業別で最も認知度に差が出たのは「雨水ます、汚水ます」で、22.9 ポイントの差が出た。 

 

2.5.1 下水道事業の役割の認知度（快適な生活環境の創出） 

下水道事業の役割の認知度（快適な生活環境の創出）について、「知っている」が 55.7％、「知

らない」が 43.5％となった。 

年代別でみると、「知っている」では 70 歳以上が最も多く、年代が小さくなるにつれて減少し

ていく傾向にある。 

職業別では、「知っている」では自営業主・家族従業が 62.2％で 6.5 ポイント高かった。 

 

2.5.2 下水道事業の役割の認知度（下水処理） 

下水道事業の役割の認知度（下水処理）については、「知っている」が 71.2％、「知らない」が

28.1％となった。 

年代別でみると、「知っている」では 70 歳以上が最も多く、年代が小さくなるにつれて減少し

ていく傾向にある。 
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2.5.3 下水道事業の役割の認知度（浸水の防除） 

下水道事業の役割の認知度（浸水の防除）について、「知っている」が 63.1％、「知らない」が

35.9％となった。 

年代別でみると、「知っている」では 70 歳以上が最も多く、年代が小さくなるにつれて減少し

ていく傾向にある。 

 

2.6.1 下水道料金の徴収に関する認知度 

汚水・雨水に係る経費の負担への認知度について、「下水道が汚水の処理と雨水の排除を行って

いることは知っていたが、すべて下水道料金で負担していると思っていた」が 53.6％と最も多く、

次いで「下水道が雨水の排除を行っていることを知らなかった」が 24.6％であった。 

一方で、「知っている」は 23.4％と最も少なかった。 

年代別、職業別ともに、「下水道が汚水の処理と雨水の排除を行っていることは知っていたが、

すべて下水道料金で負担していると思っていた」では平均を超えたものが多かった。 

 

2.6.2 下水道料金の徴収に関する認知度-２ 

下水道料金が水道料金にあわせて徴収されていることへの認知度について、「水道料金にあわせ

て徴収されていることは知っていたが、下水道料金の額は覚えていない」が最も高い 43.3％、次い

で「下水道料金が毎回どの程度の金額か、だいたい分かっている」が 24.3％、「すべて水道料金だ

と思って支払っていたので、下水道料金の額を意識したことはない」が 23.2％となった。 

一方で、「節水を意識しており、毎回、検針票や請求書で前回との増減をチェックしている」は

9.6％と最も低かった。 

年代別でみると、「すべて水道料金だと思って支払っていたので、下水道料金の額を意識したこ

とはない」は年代が小さくなるにつれて増加傾向に、「下水道料金が毎回どの程度の金額か、だい

たい分かっている」では年代が大きくなるにつれて増加傾向にあった。 

 

2.7 東京都の下水道が抱える課題の認知度 

東京都の下水道が抱える課題の認知度について、「近年頻発する局地的な集中豪雨により、浸水

被害が生じる可能性があること」が 76.2％で最も多く、次いで「大きな地震によって下水道管や下

水道施設に大規模な被害が発生した場合、下水の処理機能が低下し、トイレなどが使用できなくな

る危険性があること」が 72.8％、「古くなった下水道管は、下水道の機能が維持できなくなってし

まうばかりか、道路が陥没する原因になること」が 66.7％となった。 

一方で、「東京都の下水道事業は、都内の総電力消費量の約１％を占めており、温室効果ガスを

大量に排出していること」は 2.9％と最も少なかった。 

 

2.8 東京都下水道局が推進する施策の重要度の認識 

下水道局の各取り組みについて、「とても重要である」と「やや重要である」を合わせた『重要

である』の割合は、「再構築」が 95.2％と最も高く、次いで「浸水対策」が 93.2％、「震災対策」

が 92.4％となった。一方、「エネルギー・地球温暖化対策」は 77.0％でほかに比べ低い結果とな

った。 

 

2.9 都民の日常的な情報入手経路について 

都民の日常的な情報入手経路について、「非常によく見たり、聞いたりする」では「スマートフ

ォン・タブレット」が 62.4％と最も高く、次いで「テレビ」が 59.3％、「パソコン」が 42.0％と

なった。一方、「イベント」は 0.7％と低い結果となった。 
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2.10 下水道事業に関する情報の入手経路 

下水道事業に関する情報の入手経路について、「テレビ」が 49.8％と最も高く、次いで「新聞」

が 22.1％、「インターネットニュースサイト」が 19.2％となった。 

年代別でみると、最も高かった「テレビ」はすべての年代で 8 割以上となったが、50歳代以上が

全体平均を超える形となった。「インターネットニュース」は全体で 19.2％だが 70 歳以上は 3.6％

と少ない。 

 

2.11 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて  

下水道事業の中で「知りたい」と思うことについて、「下水道の仕組みや役割」が 52.6％で最も

多く、次いで「下水道料金の内訳と使い道」が 48.5％、「下水道の事業計画・進捗状況」が 42.4％

となった。 

すべての項目において、「十分に PR できている」の評価が最も高かったのは「下水道の仕組み

や役割」だったが、2.2％と数値は低かった。 

 

2.12 下水道事業の広報戦略について  

下水道事業周知の取組みへのアンケートについて、「テレビなどマスコミを活用した広報」が

64.4％と最も高く、次いで「学校、区役所などの公共施設での広報活動（ポスター、パネル展示な

ど）」が 37.2％、「インターネットでの動画配信」が 28.0％となった。 

年代別でみると、最も高かった「テレビなどマスコミを活用した広報」はすべての年代で 5割以

上となった。「インターネットでの動画配信」は全体だと 28.0％だが、20歳代では 54.5％、30歳

代では 33.2％、40 歳代では 29.0％と高い結果となった。「広報誌の配布」についても、全体だと

17.9％だが、70 歳以上では 41.4％と高い結果が出ている。 

 

2.13 下水道汚染防止への関心度 

油で汚れた洗い物をする際に、汚れを拭き取ってから洗っているかというアンケートでは、「い

つも拭き取ってから洗っている」が 30.7％、「時々拭き取ってから洗っている」が 41.1％、「拭

き取らずに洗っている」が 25.4％となった。 

年代別でみると、「いつも拭き取ってから洗っている」では 70歳代が 41.4％と最も高く、40歳

代が 25.8％と最も低い結果となった。 

職業別でみると、「いつも拭き取ってから洗っている」では家事専業が 46.5％で 15.8 ポイント

高かった。 

 

2.14 東京都下水道局事業に対する意見・要望 

東京都下水道局事業に関しての意見・感想については、「イベント・ＰＲを展開して欲しい」が

26.4％と最も高く、次いで「満足しているので現状維持をしっかりやって欲しい」が 15.9％、「勉

強不足を自覚した・能動的に知っていきたい」が 13.8％となった。 
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■ 抽出地点一覧 

人口：令和元年 8 月調査時 

 

 

町丁 人口 町丁 人口 町丁 人口

千代田区 54,339 2 三番町 3,634 内神田三丁目 408

勝どき2丁目 2974 新川2丁目 5758 佃2丁目 10577

日本橋人形町2丁目 2608 晴海1丁目 4127

赤坂5丁目 899 港南1丁目 301 芝4丁目 2,303

白金1丁目 4,373 台場1丁目 4,654 西麻布2丁目 2,676

三田4丁目 3,628 南麻布3丁目 3,204

若葉3丁目 984 新宿７丁目 6,721 南山伏町 635

百人町3丁目 5,542 西早稲田２丁目 6,072 下落合１丁目 2,630

上落合1丁目 5,518 中井２丁目 3,194 余丁町 4,200

西新宿4丁目 7,289 原町３丁目 1,914

大塚5丁目 4454 小石川4丁目 3892 関口3丁目 1015

千駄木3丁目 6844 白山4丁目 4520 向丘2丁目 3313

本駒込5丁目 6068

恵比寿4丁目 2565 東２丁目 2933 富ヶ谷１丁目 4312

大山町 3340 初台２丁目 4101 千駄ヶ谷５丁目 2474

幡ヶ谷3丁目 6649

駒込6丁目 3,511 西巣鴨2丁目 4,392 南大塚3丁目 4,534

東池袋4丁目 4,242 池袋本町1丁目 3,745 要町1丁目 4,114

高田2丁目 3,936 南長崎4丁目 3,623 池袋2丁目 6,412

浅草5丁目 4,576 上野桜木１丁目 1,371 下谷１丁目 2,026

谷中1丁目 788 西浅草３丁目 4,522 東浅草１丁目 1,748

石原三丁目 2,973 京島１丁目 7,113 墨田１丁目 3,815

立花一丁目 5,643 堤通１丁目 2,279 八広６丁目 3,946

東向島二丁目 4,957 文花３丁目 2,662 向島３丁目 4,349

三好2丁目 986 門前仲町1丁目 1622 塩浜2丁目 12907

潮見1丁目 2724 住吉1丁目 2432 東陽4丁目 4013

大島5丁目 6753 大島8丁目 8503 北砂5丁目 9678

亀戸4丁目 4174 亀戸9丁目 11034 東砂4丁目 3872

南砂2丁目 14982 豊洲3丁目 7928 東雲1丁目 18047

新砂3丁目 4584

南千住5丁目 4,783 荒川1丁目 4,997 荒川8丁目 2,351

町家8丁目 3,005 西尾久1丁目 3,010 西日暮里2丁目 6,977

東日暮里3丁目 5,768

青井六丁目 2,421 綾瀬四丁目 3,284 入谷八丁目 958

加平三丁目 2,171 江北三丁目 3,978 鹿浜二丁目 3,122

千住河原町 3,694 千住宮元町 2,093 中央本町一丁目 2,168

梅田七丁目 5,127 大谷田三丁目 4,080 一ツ家二丁目 2,940

新田一丁目 4,154 関原三丁目 4,903 保塚町 3,388

東和四丁目 4,416 中川五丁目 1,109 柳原二丁目 2,669

西新井栄町一丁目 6,623 西伊興四丁目 1,646 花畑七丁目 1,146

宮城二丁目 466

青戸7丁目 6,308 お花茶屋３丁目 3,061 鎌倉４丁目 2,961

西新小岩4丁目 5,817 東金町４丁目 2,976 小菅１丁目 4,642

水元2丁目 3,096 四つ木３丁目 1,953 柴又６丁目 3,104

新小岩4丁目 5,807 立石２丁目 2,934 新宿５丁目 2,101

東新小岩7丁目 3,430 東水元３丁目 1,356 堀切１丁目 4,806

平井3丁目 5,754 中央２丁目 4,537 松江２丁目 4,684

西瑞江4丁目 3,569 東小岩１丁目 4,124 西小岩５丁目 3,821

篠崎町6丁目 2,592 下篠崎町 2,592 新堀１丁目 2,632

西一之江1丁目 1,781 春江町2丁目 4,695 臨海町１丁目 2,169

北小岩1丁目 2,286 鹿骨２丁目 3,425 本一色２丁目 3,491

東葛西6丁目 7,580 西葛西３丁目 9,166 谷河内２丁目 2,072

南葛西3丁目 6,533 北葛西２丁目 5,754 中葛西５丁目 7,610

小竹町2丁目 4,354 豊玉南１丁目 2,379 中村３丁目 4,161

貫井５丁目 2,468 平和台４丁目 2,937 春日町３丁目 4,081

光が丘2丁目 5,518 旭町３丁目 4,089 南田中１丁目 2,535

桜台2丁目 4,760 練馬４丁目 3,808 南大泉２丁目 4,482

北町1丁目 4,537 田柄２丁目 7,145 大泉町３丁目 3,878

谷原4丁目 1,952 石神井町５丁目 1,780 上石神井１丁目 5,436

石神井台5丁目 3,974 東大泉１丁目 4,788 東大泉７丁目 5,973

大泉学園町6丁目 5,150 関町北５丁目 5,606

新井3丁目 2,958 上鷺宮2丁目 2,937 上高田5丁目 3,154

沼袋1丁目 3,449 野方6丁目 3,220 本町2丁目 4,602

白鷺3丁目 3,237 中野1丁目 6,198 松が丘2丁目 3,193

弥生町5丁目 3,522 大和町1丁目 5,112

和泉1丁目 5782 下高井戸2丁目 2978 浜田山1丁目 3870

高円寺南3丁目 7630 阿佐谷南1丁目 7819 阿佐谷北4丁目 4154

南荻窪1丁目 3731 西荻南3丁目 2445 清水1丁目 3268

和田3丁目 6620 大宮1丁目 2254 井草3丁目 2582

本天沼2丁目 4619 成田東5丁目 5775 上井草2丁目 5290

松庵3丁目 4333 久我山4丁目 5296 高井戸西1丁目 5631

赤堤4丁目 3953 梅丘１丁目 4027 岡本３丁目 2942

上北沢5丁目 5102 上野毛３丁目 2040 北烏山３丁目 3688

給田４丁目 3729 駒沢２丁目 4911 桜丘１丁目 2414

奥沢５丁目 2225 上馬１丁目 4844 南烏山６丁目 5393

北沢４丁目 3349 砧１丁目 4129 若林１丁目 4463

桜上水３丁目 1764 下馬２丁目 5576 松原６丁目 4259

玉川１丁目 3401 代沢２丁目 4576 船橋７丁目 4622

野毛２丁目 2627 羽根木２丁目 4152 深沢６丁目 2497

成城２丁目 2940 鎌田４丁目 1370 祖師谷４丁目 3516

代田５丁目 3187 弦巻２丁目 4553 等々力５丁目 3526

大岡山　１丁目 5,501 上目黒　３丁目 5,317 下目黒　２丁目 6,265

平町　　１丁目 3,727 中根　　１丁目 3,196 八雲　　１丁目 2,627

東が丘　２丁目 3,159 碑文谷　５丁目 3,522 目黒　　３丁目 3,139

池上五丁目 3,766 鵜の木三丁目 4,405 大森中一丁目 3,503

蒲田二丁目 3,776 上池台四丁目 4,518 北馬込二丁目 4,372

多摩川二丁目 8,404 中央六丁目 2,591 田園調布本町 8,152

西糀谷四丁目 4,899 荻中一丁目 4,348 東蒲田二丁目 3,082

大森西四丁目 5,529 大森本町一丁目 4,646 東矢口三丁目 4,935

久が原六丁目 2,100 下丸子二丁目 10,310 東六郷三丁目 3,602

仲六郷一丁目 6,212 西蒲田五丁目 2,915 西六郷三丁目 4,608

南久が原二丁目 4,210 南馬込六丁目 4,587

北品川５丁目　 6778 南品川４丁目　 4313 上大崎３丁目　 4343

南大井５丁目　 5057 大井７丁目　　 3662 小山２丁目　　 3183

西五反田５丁目 4991 東大井２丁目　 4359 戸越２丁目　　 2130

荏原６丁目　　 3516 中延１丁目　　 2211 二葉２丁目　　 2204

板橋四丁目 5093 南町 4665 大山西町 4646

南常盤台一丁目 3922 蓮沼町 5178 坂下一丁目 2298

相生町 4580 前野町六丁目 4667 赤塚七丁目 3645

双葉町 5319 向原三丁目 3370 成増一丁目 7008

小豆沢三丁目 1586 中台三丁目 6932 徳丸二丁目 4231

東山町 3957 高島平三丁目 5668 新河岸三丁目 756

王子5丁目 9875 豊島８丁目 5164 王子本町３丁目 1309

志茂３丁目 4058 赤羽北１丁目 3604 浮間４丁目 3556

上十条５丁目 3033 西が丘１丁目 3433 田端１丁目 5371

滝野川５丁目 3032 西ケ原４丁目 4993

8,106,796 300合計

地域 地域地点数

411107

抽出地点 抽出地点 抽出地点人口

（20歳以上）
区市町村

人口

（20歳以上）
地点数

渋谷区 199,042 7

豊島区

947664 34

254,749 9

15

新宿区

文京区

305,450

188,423

11

7

中央区 139,612 5

港区 217,156 8

江東区 432,756 16

荒川区

1028595 38

183,826 7

台東区 175,855 6

墨田区 236,158 9

江戸川区 576,161 21

1549316 58

足立区 582,012 22

葛飾区 391,143 15

624,711 23

杉並区 493,582 18

世田谷区 771,884 30

練馬区 612,265 23

中野区 295,047 11

北区 303,683 11

789940 29

ア 都心地域

イ 山手地域

ウ

品川区 341,631 12

966342 35

板橋区 486,257 18

目黒区 241,054 9

2413832 91

大田区

キ 北部地域

下町地域

エ 東部地域

オ 西部地域

カ 南部地域
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３．回答者属性  

アンケ－トは、令和元年 11 月 15日（金）から令和 2年 1月 15日（水）までの 2 か月間で実施した。その

結果、1,113 名の方から回答があった。（回答率 37.1％） 

 

 

■ 回答者属性 

 

＜年代別＞ 

年代 回答者数 回答者中の割合 

20 歳代 22 2.0% 

30 歳代 205 18.4% 

40 歳代 279 25.1% 

50 歳代 259 23.3% 

60 歳代 195 17.5% 

70 歳以上 140 12.6% 

無回答 13 1.2% 

合計 1113 100% 

 

 

 

 

＜職業別＞ 

職業 回答者数 回答者中の割合 

自営業主・家族従業 135 12.1% 

会社員・団体職員・公務員 608 54.6% 

アルバイト・パートタイマー 118 10.6% 

家事専業 99 8.9% 

学生 2 0.2% 

無職 100 9.0% 

その他 35 3.1% 

無回答 16 1.4% 

合計 1113 100.0% 
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＜地区別＞ 

地域 回答者数 回答者中の割合 

千代田区 3 0.3% 

中央区 15 1.3% 

港区 25 2.2% 

新宿区 45 4.0% 

文京区 31 2.8% 

台東区 30 2.7% 

墨田区 31 2.8% 

江東区 56 5.0% 

品川区 47 4.2% 

目黒区 40 3.6% 

大田区 87 7.8% 

渋谷区 26 2.3% 

世田谷区 97 8.7% 

杉並区 67 6.0% 

中野区 39 3.5% 

豊島区 38 3.4% 

練馬区 87 7.8% 

板橋区 72 6.5% 

北区 51 4.6% 

荒川区 26 2.3% 

足立区 75 6.7% 

葛飾区 44 4.0% 

江戸川区 72 6.5% 

無回答 9 0.8% 

合計 1113 100% 

 

 

  



11 

 

４．集計結果 
 

※ 文中の「n」は質問に対する回答者数で、比率（％）はすべて「n」を基数（100％）として算出している。 

※ 年代別集計結果において、20歳代母数は 30未満の為、コメントを省略した。 

 

4.1 「下水道」を意識する場面 

 「下水道」を意識する場面については、「トイレを使う時」が 73.2％と最も多く、次いで「くさい臭い

がした時」が 62.7％であった。 

 一方で、「川や海を見ている時」は 8.2％と最も少なかった。 

 ほとんどの選択肢に対して高齢者ほど比率が高かったが、「くさい臭いがした時」は若年層ほど比率が

高かった。 

 

Ｑ１ あなたは生活の中でどのような場面で「下水道」を意識しますか。 

   以下の選択肢の中から、該当するものをお選び下さい。（○はいくつでも） 

 

図表 4-1-1「下水道」に対するイメージ（全体） 

 

 

図表 4-1-2「トイレを使う時」回答者の属性別構成 
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図表 4-1-3「キッチン・お風呂で水を使う時」回答者の属性別構成 

 
 

図表 4-1-4「マンホールを見かけた時」回答者の属性別構成 

 

 

図表 4-1-5 「大雨の時」回答者の属性別構成 

 

 

図表 4-1-6 「くさい臭いがした時」回答者の属性別構成 
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図表 4-1-7 「下水道の工事現場を見かけた時」回答者の属性別構成 

 

 

図表 4-1-8 「川や海を見ている時」回答者の属性別構成 

 

 

図表 4-1-9 「検針票や請求書などを目にした時」回答者の属性別構成 

 

 

図表 4-1-10 「下水道に関連する情報を見かけた時」回答者の属性別構成 
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4.2 「下水道」に対するイメージ 

 「下水道」に対するイメージについては、「汚い、臭う」が 42.2％と最も多く、次いで「生活に必要」

が 21.4％となった。 

 一方で「処理施設」は最も低く 8.3％だった。 

 

Ｑ２ あなたは「下水道」に対して、どのようなイメージをお持ちですか。 

   思い浮かぶ印象・イメージについて、どのようなことでも結構ですのでご自由にお答え下さい。（自

由記入） 

 

図 4-2 「下水道に対するイメージ」 

 

 

 

➢汚い、臭う  

♦ なくてはならないものですが、汚いもの、臭いもの、という悪いイメージが最初にうかぶ。     

（60 歳代、練馬区） 

♦ 「下水道」という漢字と昔のイメージ、くさい、汚い…というイメージ。（50 歳代、豊島区） 

♦ 「臭い」というイメージだが、実際に匂いを感じて臭いと思うことは、日常ではほとんど無い。まれ

に夏に台所の排水管から臭いを感じた時ぐらい。 （60 歳代、江東区） 

 

➢処理施設  

♦ 生活排水を、完璧に処理してくれるありがたい施設。一方で、どのように機能しているのか、全く理

解できていない。 （50 歳代、江東区） 

♦ 汚水を処理してくれることで排水をきれいにし環境を守ってくれるもの。 （40 歳代、板橋区） 

♦ 生活上、生じる排水の最終的な始末をしてくれている。海や川に流せるよう浄化する技術。水害を起

こさないよう、インフラ面で処理能力を高めている。 （50 歳代、江東区） 

 

➢災害  

♦ 汚水、雨水を浄化してくれる。災害時の水の排出に大きく関わっている。（40 歳代、品川区） 

♦ 最近では台風の被害の時その重要性について意識することが多い。（40 歳代、杉並区） 
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➢生活に必要  

♦ 普段意識もしてはいませんが、なにか事があるとありがたみを感じられます。目立たないけれどなく

ては困ります。 （50 歳代、練馬区） 

♦ 生活になくてはならないもの、下水を処理して清浄化してもらっているからこそ川や海が汚れず維持

できていると考えています。 （40 歳代、目黒区） 

 

➢その他 

♦ 水道管の古さがニュースになるが、下水道管は大丈夫なのかと思う時がある。（70 歳以上、練馬区） 

♦ 何がどのように流れているのかわからない。 （50 歳代、新宿区） 

♦ 上水道に対し高い。古い管を交換したりして、万全にして欲しい。 （60 歳代、品川区） 
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4.3.1 「下水道」についての関心度 

 下水道への関心について、「どちらともいえない」が 52.4％で最も多く、次いで「関心を持っている」

が 31.4％、「関心を持っていない」が 14.6％となった。 

 年代別でみると、「関心を持っている」は 70歳以上が最も多く、年代が下がるほど減少傾向が見られる

が、30歳代が最も少ない。 

 職業別でみると、無職では「関心を持っている」が 43.0％で 11.6 ポイント、自営業主・家族従業では

37.0％で 5.6ポイント高く、アルバイト・パートタイマーでは 24.6％で 6.8 ポイント低かった。 

 

Ｑ３ あなたは、「下水道」に対して関心をお持ちですか。 

 

図表 4-3-1 「下水道」についての関心度 
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4.3.2 「下水道」についての関心への意見 

 「下水道」への関心度については、「安全・災害などに関すること」が 27.9％で最も多く、次いで「処

理方法・しくみなどについて」が 23.2％となった。 

 

Ｑ３-１ 問３で「１ 関心を持っている」を選択された方にお尋ねします。あなたは「下水道」についてど

のような事柄に関心をお持ちですか。ご自由にお答えください。 

 

図 4-3-2 「下水道」についての関心への意見 

 

 

➢水質・汚染問題について 

♦ 東京オリンピックのトライアスロンで東京湾の海水が汚いと報道されたので、実際にどの程度汚いの

か気になった。 （40 歳代、大田区） 

♦ 河川・海に流れる下水道水の水質。地震で下水道管等が破損したらどうなるのか？復旧はすぐに出来

るのか？ （60 歳代、世田谷区） 

 

➢処理方法・しくみなどについて  

♦ 下水道というものがどのようなシステムで構築されているか意外と知らないので、テレビなどで詳し

く説明する番組を見てみたい。 （40 歳代、墨田区） 

♦ どのように処理を行っているのか。どのような人々が、どんな日常的作業を行っているのか。    

（50 歳代、江東区） 

 

➢安全・災害などに関すること  

♦ 現在のような予想も出来ない豪雨等の下水処理に関心と一抹の不安感を持っております。     

（70 歳以上、足立区） 

♦ 大雨に対してトイレやマンホールの逆流した場合どの様に対策すべきなのか。 （50 歳代、足立区） 

 

➢老朽化・工事に関すること 

♦ 下水道の老朽化がどの程度なのか知りたい。温暖化による豪雨に下水道がどの程度耐えられるか等。

（60 歳代、葛飾区） 

♦ 災害が起きない（減らす）対策の工事現場を見かけると詳しく知りたくなります。 （50 歳代、北区） 

 

➢その他 

♦ 社会への貢献度、事業費用の使われ方、事業費用の推移、建設業者の依存度。 （50 歳代、板橋区）  
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4.4  下水道用語の認知度 

 最も認知度が高かったのは「マンホール」の 97.8％、最も低かったのは「合流式下水道、分流式下水道」

の 16.6％となった。 

 年代別で最も認知度に差が出たのは「ポンプ所」で、20 歳代と 70 歳以上では 25 ポイントの差が出た。 

Ｑ７ あなたは、下水道に関する次の用語をご存知ですか。（○はいくつでも） 

 

図 4-4-1 下水道用語の認知度（全体） 

 

 

 

 

図 4-4-2 「マンホール」回答者の属性別構成 
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図 4-4-3 「雨水ます、汚水ます」回答者の属性別構成 

 
 

 

図 4-4-4 「下水道管」回答者の属性別構成 

 

 

 

図 4-4-5 「水再生センター（下水処理場）」回答者の属性別構成 

 

 

 

図 4-4-6 「ポンプ所」回答者の属性別構成 
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図 4-4-7 「雨水貯水施設」回答者の属性別構成 

 

 

 

図 4-4-8 「合流式下水道、分流式下水道」回答者の属性別構成 

 

 

 

図 4-4-9 「再生水」回答者の属性別構成 
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4.5 下水道事業の役割の認知度（快適な生活環境の創出） 

 下水道事業の役割の認知度（快適な生活環境の創出）について、「知っている」が 55.7％、「知らない」

が 43.5％となった。 

 年代別でみると、「知っている」では 70 歳以上が最も多く、年代が小さくなるにつれて減少していく傾

向にある。 

 職業別でみると、「知っている」では無職が 70.0％で 14.3ポイント高かった。 

 

Ｑ５ 都内の下水道はほぼ１００％の普及率となり、清潔で快適な生活環境に寄与しています。 

   あなたは、このことをご存知ですか。 

 

図 4-5 下水道事業の役割の認知度（快適な生活環境の創出）
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4.6 下水道事業の役割の認知度（下水処理） 

 下水道事業の役割の認知度（下水処理）について、「知っている」が 71.2％、「知らない」が 28.1％と

なった。 

 年代別でみると、「知っている」では 70 歳以上が最も多く、年代が小さくなるにつれて減少していく傾

向にある。 

 職業別でみると、「知っている」では無職が 86.0％で 14.8ポイント高かった。 

 

Ｑ６ 日常生活で発生する汚れた水を処理し、きれいにして川に戻すことで、以前は汚れていた隅田川や多

摩川は水質が改善してきれいになりました。あなたは、このことをご存知ですか。 

 

図 4-6 下水道事業の役割の認知度（下水処理） 
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4.7 下水道事業の役割の認知度（浸水の防除） 

 下水道事業の役割の認知度（浸水の防除）について、「知っている」が 63.1％、「知らない」が 35.9％

となった。 

 年代別でみると、「知っている」では 70 歳以上が最も多く、年代が小さくなるにつれて減少していく傾

向にある。 

 職業別でみると、「知っている」では無職が 80.0％で 16.9ポイント高かった。 

 

Ｑ７ 道路や住宅地に降った雨は、雨水ますを通って下水道管に入ります。下水道の普及により、以前と比

べ大雨の際の深刻な浸水被害が少なくなりました。あなたは、このことをご存知ですか。 

 

図 4—7 下水道事業の役割の認知度（浸水の防除）
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4.8 下水道料金の徴収に関する認知度-１ 

 汚水・雨水に係る経費の負担への認知度について、「下水道が汚水の処理と雨水の排除を行っているこ

とは知っていたが、すべて下水道料金で負担していると思っていた」が 53.6％と最も多く、次いで「下

水道が雨水の排除を行っていることを知らなかった」が 24.6％であった。 

 一方で、「知っている」は 23.4％と最も少なかった。 

 年代別、職業別ともに、「下水道が汚水の処理と雨水の排除を行っていることは知っていたが、すべて

下水道料金で負担していると思っていた」では平均を超えたものが多かった。 

 職業別でみると、「下水道が汚水の処理と雨水の排除を行っていることは知っていたが、すべて下水道

料金で負担していると思っていた」では無職が 60.0％で 6.4ポイント高かった。 

 

Ｑ８ 下水道は、家庭や工場などから排出された汚水の処理と、道路や住宅街に降った雨水の排除を行って

います。 

   汚水に係る経費は利用者の下水道料金で負担し、雨水に係る経費は社会全体が便益を受けることから

都税などで負担しています。あなたは、このことをご存知ですか。（○はいくつでも） 

 

図 4-8-1 下水道料金の徴収に関する認知度-１（全体） 
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図 4-8-2 「知っている」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-8-3 「下水道が汚水の処理と雨水の掃除を行っていることは知っていたが、 

すべて下水道料金で負担していると思っていた」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-8-4 「下水道が雨水の掃除を行っていることを知らなかった」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-8-5 「その他」回答者の属性別構成 
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4.9 下水道料金の徴収に関する認知度-２ 

 下水道料金が水道料金にあわせて徴収されていることへの認知度について、「水道料金にあわせて徴収

されていることは知っていたが、下水道料金の額は覚えていない」が最も高い 43.3％、次いで「下水道

料金が毎回どの程度の金額か、だいたい分かっている」が 24.3％、「すべて水道料金だと思って支払っ

ていたので、下水道料金の額を意識したことはない」が 23.2％となった。 

 一方で、「節水を意識しており、毎回、検針票や請求書で前回との増減をチェックしている」は 9.6％

と最も低かった。 

 年代別でみると、「すべて水道料金だと思って支払っていたので、下水道料金の額を意識したことはな

い」は年代が小さくなるにつれて増加傾向に、「下水道料金が毎回どの程度の金額か、だいたい分かっ

ている」では年代が大きくなるにつれて増加傾向にあった。 

 職業別でみると、「節水を意識しており、毎回、検針票や請求書で前回との増減をチェックしている」

は無職が 23.0％で 17.1ポイント高かった。 

 

Ｑ９ 下水道料金は、水道料金にあわせて徴収されます。あなたは、ご家庭で下水道料金をどのくらい負担

しているかご存知ですか。（○はいくつでも） 

 

図 4-9-1 下水道料金の徴収に関する認知度-２（全体） 

 

 

図 4-9-2 「口座振替のため、気にしたことはない」回答者の属性別構成  
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図 4-9-3 「すべて水道料金だと思って支払っていたので、 

 下水道料金の額を意識したことはない」回答者の属性別構成 

 
 

図 4-9-4 「水道料金にあわせて徴収されていることは知っていたが、 

下水道料金の額は覚えていない」回答者の属性別構成 

 
 

図 4-9-5 「下水道料金が毎回どの程度の金額か、だいたい分かっている」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-9-6 「節水を意識しており、毎回、検針票や請求書で 

前回との増減をチェックしている」回答者の属性別構成 
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4.10 東京都の下水道が抱える課題の認知度 

 東京都の下水道が抱える課題の認知度について、「近年頻発する局地的な集中豪雨により、浸水被害が

生じる可能性があること」が 76.2％で最も多く、次いで「大きな地震によって下水道管や下水道施設に

大規模な被害が発生した場合、下水の処理機能が低下し、トイレなどが使用できなくなる危険性がある

こと」が 72.8％、「古くなった下水道管は、下水道の機能が維持できなくなってしまうばかりか、道路

が陥没する原因になること」が 66.7％となった。 

 一方で、「東京都の下水道事業は、都内の総電力消費量の約１％を占めており、温室効果ガスを大量に

排出していること」は 2.9％と最も少なかった。 

 職業別でみると、「古くなった下水道管は、下水道の機能が維持できなくなってしまうばかりか、道路

が陥没する原因になること」では無職が 75.0％で 8.3ポイント高かった。 

 

Ｑ１０ あなたは、東京都の下水道が抱える課題をご存知ですか。以下の選択肢の中から、該当するものを

お選び下さい。（○はいくつでも） 

 

図 4-10-1 東京都下水道が抱える課題の認知度（全体）

 
 

図 4-10-2 「古くなった下水道管は、下水道の機能が維持できなくなってしまうばかりか、 

道路が陥没する原因になること」回答者の属性別構成 
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図 4-10-3 「近年頻発する局地的な集中豪雨により、 

浸水被害が生じる可能性があること」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-10-4 「大きな地震によって下水管や下水道施設に大規模な被害が発生した場合、 

下水の処理機能が低下し、トイレなどが使用できなくなる危険性があること」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-10-5 「『合流式下水道』では、大雨が降ると下水道の水量が一気に増大し、 

雨水で薄められた汚水の一部がそのまま川に流れ出してしまうこと」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-10-5 「東京都の下水道事業は、都内の総電力消費量の約 1％を占めており、 

温室効果ガスを大量に排出していること」回答者の属性別構成 
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4.11 東京都下水道局が推進する施策の重要度の認識 

4.11.1 【再構築】の重要度の認識 

 東京都下水道局が推進している施策【再構築】について、「とても重要である」と「やや重要である」

を合わせた『重要である』が 95.2％、「どちらとも言えない」が 2.6％となった。 

 年代別では、『重要である』の割合で大きな差は見られなかった。 

 職業別でみると、『重要である』では無職が 90.0％で 5.2ポイント低かった。 

 

Ｑ１１ 東京都下水道局が推進している以下の施策について、あなたはどの程度重要だと思いますか。 

    それぞれ該当する選択肢を一つだけお選びください。 

 

＜１.再構築：老朽化対策にあわせて、雨水排除能力の増強や耐震性の向上などを図る再構築を 

計画的・効率的に実施＞ 

 

図 4-11-1 【再構築】の重要度の認識 
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4.11.2 【浸水対策】重要度の認識 

 東京都下水道局が推進している施策【浸水対策】について、「とても重要である」と「やや重要である」

を合わせた『重要である』が 93.2％、「どちらとも言えない」が 4.2％、「あまり重要でない」と「ま

ったく重要でない」を合わせた『重要でない』が 0.5％となった。 

 年代別でみると、『重要である』の割合は、20歳代が 100％と非常に高い結果となった。60歳代が 88.7％

と最も低かった。 

 職業別でみると、『重要である』では無職が 88.0％で 5.2ポイント低かった。 

 

Ｑ１１ 東京都下水道局が推進している以下の施策について、あなたはどの程度重要だと思いますか。 

    それぞれ該当する選択肢を一つだけお選びください。 

 

＜２.浸水対策：浸水の危険性が高い地区等において被害の軽減を図るための施設を整備＞ 

 

図 4-11-2 【浸水対策】の重要度の認識 
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4.11.3 【震災対策】重要度の認識 

 東京都下水道局が推進している施策【震災対策】について、「とても重要である」と「やや重要である」

を合わせた『重要である』が 92.4％、「どちらとも言えない」が 4.7％、「あまり重要でない」と「ま

ったく重要でない」を合わせた『重要でない』が 0.5％となった。 

 年代別でみると、『重要である』の割合は、20 歳代が 95.4％と最も高く、60 歳代が 89.3％と最も低か

った。 

 職業別では、全体平均から±5.0％以上差異がある項目はなかった。 

 

Ｑ１１ 東京都下水道局が推進している以下の施策について、あなたはどの程度重要だと思いますか。 

    それぞれ該当する選択肢を一つだけお選びください。 

 

＜３.震災対策：首都直下地震などの地震や津波に対し、下水道機能を確保するための対策を実施＞ 

 

図 4-11-3 【震災対策】の重要度の認識 
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4.11.4 【合流式下水道の改善】重要度の認識 

 東京都下水道局が推進している施策【合流式下水道の改善】について、「とても重要である」と「やや

重要である」を合わせた『重要である』が 85.0％、「どちらとも言えない」が 11.9％、「あまり重要で

ない」が 0.3％となった。 

 年代別でみると、『重要である』の割合は、全ての年代で大きな差は見られなかった。 

 職業別でみると、『重要である』では無職が 79.0％と 6ポイント低かった。 

 

Ｑ１１ 東京都下水道局が推進している以下の施策について、あなたはどの程度重要だと思いますか。 

    それぞれ該当する選択肢を一つだけお選びください。 

 

＜４.合流式下水道の改善：＊詳細は参考アンケート内の参考文章を参照＊  

雨天時に合流式下水道から河川等に放流する放流水質改善のため、貯留施設などを整備＞ 

 

図 4-11-4 【合流式下水道の改善】の重要度の認識 

 

  



34 

 

4.11.5 【高度処理】重要度の認識 

 東京都下水道局が推進している施策【高度処理】について、「とても重要である」と「やや重要である」

を合わせた『重要である』が 84.7％、「どちらとも言えない」が 11.9％、「あまり重要でない」が 0.6％

となった。 

 年代別でみると、『重要である』の割合は、20 歳代が 90.9％と最も高く、60 歳代が 82.6％と最も低か

った。 

 職業別では、全体平均から±5.0％以上差異がある項目はなかった。 

 

Ｑ１１ 東京都下水道局が推進している以下の施策について、あなたはどの程度重要だと思いますか。 

    それぞれ該当する選択肢を一つだけお選びください。 

 

＜５.高度処理：東京湾の赤潮発生の一因であるちっ素、りんを削減し、  

水再生センターから河川等に放流する下水処理水の水質を改善する施設を整備＞ 

 

図 4-11-5 【高度処理】の重要度の認識 
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4.11.6 【エネルギー・地球温暖化対策】重要度の認識 

 東京都下水道局が推進している施策【エネルギー・地球温暖化対策】について、「とても重要である」

と「やや重要である」を合わせた『重要である』が 77.0％、「どちらとも言えない」が 17.2％、「あま

り重要でない」と「まったく重要でない」を合わせた『重要でない』が 3.3％となった。 

 年代別でみると、『重要である』の割合は、20 歳代が 81.8％と最も高く、30 歳代が 72.2％と最も低か

った。 

 職業別では、全体平均から±5.0％以上差異がある項目はなかった。 

 

Ｑ１１ 東京都下水道局が推進している以下の施策について、あなたはどの程度重要だと思いますか。 

    それぞれ該当する選択肢を一つだけお選びください。（それぞれに、○は１つ） 

 

＜６.エネルギー・地球温暖化対策：エネルギー使用量と温室効果ガス排出量の 

削減を推進するための施設を整備＞ 

 

図 4-11-6 【エネルギー・地球温暖化対策】の重要度の認識 
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4.11.7 【維持管理の充実】重要度の認識 

 東京都下水道局が推進している施策【維持管理の充実】について、「とても重要である」と「やや重要

である」を合わせた『重要である』が 90.8％、「どちらとも言えない」が 5.9％、「あまり重要でない」

と「まったく重要でない」を合わせた『重要でない』が 0.9％となった。 

 年代別でみると、『重要である』の割合は、20 歳代が 95.5％と最も高く、30 歳代が 86.9％と最も低か

った。 

 職業別では、全体平均から±5.0％以上差異がある項目はなかった。 

 

Ｑ１１ 東京都下水道局が推進している以下の施策について、あなたはどの程度重要だと思いますか。 

    それぞれ該当する選択肢を一つだけお選びください。 

 

＜７.維持管理の充実：下水道管や水再生センターなどを適切に維持管理 

（下水道管の清掃、水再生センター、ポンプ所の運転、設備の点検・補修など）＞ 

 

図 4-11-7 【維持管理の充実】の重要度の認識 
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4.12 都民の日常的な情報入手経路について 

4.12.1 都民の日常的な情報入手経路について【テレビ】 

 都民の日常的な情報入手経路【テレビ】については、「非常によく見たり、聞いたりする」が 59.3％と

最も多く、次いで「たまに見たり、聞いたりする」が 27.9％となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」では 50 歳代が 66.4％と最も多く、20 歳代が 45.5％

と最も少なかった。 

 職業別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」では無職が 67.0％で 7.7ポイント高かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-1 都民の日常的な情報入手経路について【テレビ】 
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4.12.2 都民の日常的な情報入手経路について【ラジオ】 

 都民の日常的な情報入手経路【ラジオ】については、「まったく見たり、聞いたりしない」が 40.5％と

最も高く、次いで「あまり見たり、聞いたりしない」が 28.0％となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」では 20歳代が 9.1％と最も多いが、「まったく

見たり、聞いたりしない」でも 20 歳代が 54.4％と最も多い。「非常によく見たり、聞いたりする」と

「たまに見たり、聞いたりする」をあわせた『認知度』では 50歳代が 29.7％と最も多い。 

 職業別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」では自営業主・家族従業が 5.3％でポイント高

かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-2 都民の日常的な情報入手経路について【ラジオ】 
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4.12.3 都民の日常的な情報入手経路について【新聞】 

 都民の日常的な情報入手経路【新聞】については、「非常によく見たり、聞いたりする」が 31.1％と最

も多く、次いで「まったく見たり、聞いたりしない」が 27.0％となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」では 70 歳以上が 55.7％と最も多く、30 歳代が

7.3％と最も少なかった。 

 職業別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」では無職が 48.0％で 16.9 ポイント高かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-3 都民の日常的な情報入手経路について【新聞】 
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4.12.4 都民の日常的な情報入手経路について【折込チラシ・ダイレクトメール】 

 都民の日常的な情報入手経路【折込チラシ・ダイレクトメール】については、「あまり見たり、聞いた

りしない」が 34.1％と最も多く、次いで「たまに見たり、聞いたりする」が 27.8％となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」と「たまに見たり、聞いたりする」を合わせた

『認知度』の割合は、60歳代が 46.6％と最も高く、30 歳代が 23.9％と最も低かった。 

 職業別でみると、『認知度』ではアルバイト・パートタイマーが 39.9％で 4.8ポイント高かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-4 都民の日常的な情報入手経路について【折込チラシ・ダイレクトメール】 
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4.12.5 都民の日常的な情報入手経路について【書籍、雑誌】 

 都民の日常的な情報入手経路【書籍、雑誌】については、「たまに見たり、聞いたりする」が 41.7％と

最も高く、次いで「あまり見たり、聞いたりしない」が 29.6％となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」と「たまに見たり、聞いたりする」を合わせた

『認知度』の割合は、20歳代が 72.7％と最も高く、70 歳以上が 46.4％と最も低かった。 

 職業別でみると、『認知度』では家事専業が 60.6％で 6.7ポイント高かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-5 都民の日常的な情報入手経路について【書籍、雑誌】 
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4.12.6 都民の日常的な情報入手経路について【パソコン】 

 都民の日常的な情報入手経路【パソコン】については、「非常によく見たり、聞いたりする」が 42.0％

と最も多く、次いで「たまに見たり、聞いたりする」が 25.4％となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」では 20 歳代が 63.6％と最も高く、70 歳以上が

23.6％と最も低かった。 

 職業別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」では会社員・団体職員・公務員が 52.5％で 7.5

ポイント高かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-6 都民の日常的な情報入手経路について【パソコン】 
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4.12.7 都民の日常的な情報入手経路について【スマートフォン・タブレット】 

 都民の日常的な情報入手経路【スマートフォン・タブレット】については、「非常によく見たり、聞い

たりする」が 62.4％と最も多く、次いで「たまに見たり、聞いたりする」が 14.6％となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」では 20 歳代が 95.5％と非常に高く、70 歳以上

が 20.7％と最も低かった。年代が大きくなるにつれて減少傾向にある。 

 職業別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」では会社員・団体職員・公務員が 76.0％で 13.6

ポイント高かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-7 都民の日常的な情報入手経路について【スマートフォン・タブレット】 
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4.12.8 都民の日常的な情報入手経路について【電車内の広告】 

 都民の日常的な情報入手経路【電車内の広告（中吊りポスター、社内液晶モニター等）】については、

「たまに見たり、聞いたりする」が 46.5％と最も多く、次いで「あまり見たり、聞いたりしない」が 21.7％

となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」と「たまに見たり、聞いたりする」を合わせた

『認知度』の割合は、20 歳代が 86.4％と最も高く、70 歳代が 42.9％と最も低かった。年代が大きくな

るにつれて減少傾向にある。 

 職業別でみると、『認知度』では会社員・団体職員・公務員が 70.5％で 8.3 ポイント高かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-8 都民の日常的な情報入手経路について【電車内の広告】 
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4.12.9 都民の日常的な情報入手経路について【街頭ビジョン等のデジタルサイネージ】 

 都民の日常的な情報入手経路【街頭ビジョン等のデジタルサイネージ】については、「あまり見たり、

聞いたりしない」が 44.4％と最も多く、次いで「まったく見たり、聞いたりしない」が 25.3％となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」と「たまに見たり、聞いたりする」を合わせた

『認知度』の割合は、20 歳代が 45.4％と最も高く、70 歳代が 12.2％と最も低かった。年代が大きくな

るにつれて減少傾向にある。 

 職業別でみると、『認知度』では会社員・団体職員・公務員が 30.6％で 5.3 ポイント高かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-9 都民の日常的な情報入手経路について【街頭ビジョン等のデジタルサイネージ】 
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4.12.10 都民の日常的な情報入手経路について【セミナーや講演会等】 

 都民の日常的な情報入手経路【セミナーや講演会等】については、「まったく見たり、聞いたりしない」

が 55.6％と最も多く、次いで「あまり見たり、聞いたりしない」が 29.5％となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」と「たまに見たり、聞いたりする」を合わせた

『認知度』の割合は、50歳代が 12.0％と最も高く、20 歳代が 4.5％と最も低かった。 

 職業別でみると、『認知度』では自営業主・家族従業が 14.8％で 4.6 ポイント高かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-10 都民の日常的な情報入手経路について【セミナーや講演会等】 
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4.12.11 都民の日常的な情報入手経路について【イベント】 

 都民の日常的な情報入手経路【イベント】については、「まったく見たり、聞いたりしない」が 50.2％

と最も多く、「あまり見たり、聞いたりしない」が 33.5％となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」と「たまに見たり、聞いたりする」を合わせた

『認知度』の割合は、60歳代が 13.8％と最も高く、20 歳代が 4.5％と最も低かった。 

 職業別でみると、『認知度』では家事専業が 14.1％で 3.0ポイント高かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-11 都民の日常的な情報入手経路について【イベント】 
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4.12.12 都民の日常的な情報入手経路について【広告メール・メールマガジン】 

 都民の日常的な情報入手経路【広告メール・メールマガジン】については、「まったく見たり、聞いた

りしない」が 42.3％と最も高く、次いで「あまり見たり、聞いたりしない」が 35.7％となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」と「たまに見たり、聞いたりする」を合わせた

『認知度』の割合は、50歳代が 21.7％と最も高く、70 歳以上が 12.8％と最も低かった。 

 職業別でみると、『認知度』では会社員・団体職員・公務員が 19.4％で 2.3 ポイント高かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-12 都民の日常的な情報入手経路について【広告メール・メールマガジン】 
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4.12.13 都民の日常的な情報入手経路について【家族、知人からの口コミ】 

 都民の日常的な情報入手経路【家族、知人からの口コミ】については、「たまに見たり、聞いたりする」

が 39.7％と最も高く、次いで「あまり見たり、聞いたりしない」が 28.7％となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」と「たまに見たり、聞いたりする」を合わせた

『認知度』の割合は、20歳代が 68.2％と最も高く、70 歳以上が 43.5％と最も低かった。 

 職業別でみると、『認知度』では家事専業が 63.6％で 12.6ポイント高かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-13 都民の日常的な情報入手経路について【家族、知人からの口コミ】 
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4.12.14 都民の日常的な情報入手経路について【動画共有サイト】 

 都民の日常的な情報入手経路【動画共有サイト】については、「まったく見たり、聞いたりしない」が

39.9％と最も高く、次いで「あまり見たり、聞いたりしない」が 29.9％となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」と「たまに見たり、聞いたりする」を合わせた

『認知度』の割合は、20 歳代が 50.0％と最も高く、70 歳以上が 9.2％と最も低かった。年代が大きくな

るにつれて減少傾向にある。 

 職業別でみると、『認知度』では会社員・団体職員・公務員が 31.4％で 6.3 ポイント高かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-14 都民の日常的な情報入手経路について【動画共有サイト】 
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4.12.15 都民の日常的な情報入手経路について【ソーシャルメディア（SNS）】 

 都民の日常的な情報入手経路【ソーシャルメディア（SNS）】については、「まったく見たり、聞いたり

しない」が 35.2％と最も多く、次いで「あまり見たり、聞いたりしない」が 25.2％となった。 

 年代別でみると、「非常によく見たり、聞いたりする」と「たまに見たり、聞いたりする」を合わせた

『認知度』の割合は、20 歳代が 86.3％と最も高く、70 歳以上が 10.0％と最も低かった。年代が大きく

なるにつれて減少傾向にある。 

 職業別でみると、『認知度』では会社員・団体職員・公務員が 40.0％で 5.5 ポイント高かった。 

 

Ｑ１２ あなたは日頃、以下にあげる情報媒体をどの程度、見たり、聞いたり、読んだりしていますか。最

もあてはまるものをお選びください。 

 

 

図 4-12-15 都民の日常的な情報入手経路について【ソーシャルメディア（SNS）】 
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4.13 下水道事業に関する情報の入手経路 

 下水道事業に関する情報の入手経路については、「テレビ」が 49.8％と最も高く、次いで「新聞」が 22.1％、

「インターネットニュースサイト」が 19.2％となった。 

 年代別でみると、新聞や広報誌などの紙媒体は年代が上がるほど高い傾向にあり、ホームページやイン

ターネットサイトなどの電子媒体は年代が下がるほど高い傾向にあった。 

 職業別でみると、「新聞」と「インターネットニュース」を比較すると、選択された割合が逆の傾向に

あることが分かった。 

 

Ｑ１３ 東京都下水道局や下水道事業の内容について、ここ１、２年の間に、あなたはどのようなところか

ら知りましたか。以下の選択肢の中から、該当するものをお選び下さい。（○はいくつでも） 

 

図 4-13-1 下水道事業に関する情報の入手経路（全体） 
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図 4-13-2「テレビ」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-3「ラジオ」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-4「新聞」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-5「書籍、雑誌」回答者の属性別構成 
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図 4-13-6「電車内のモニター広告」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-7「広報東京都」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-8「下水道局広報誌」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-9「ポスター・パンフレット」回答者の属性別構成 
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図 4-13-10「下水道局ホームページ」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-11「下水道局公式ツイッター」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-12「東京アメッシュ」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-13「下水道局 PR動画」回答者の属性別構成 
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図 4-13-14「東京都下水道局広報施設」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-15「水再生センター等の施設見学」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-16「下水道関連イベント・キャンペーン、地下ラボ」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-17「インターネットニュースサイト」回答者の属性別構成 
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図 4-13-18「区市町村広報誌」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-19「家族・知人」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-20「その他」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-13-21「なし」回答者の属性別構成 
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4.14 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（項目別） 

 下水道事業で「知りたい」と思うことについて、「下水道の仕組みや役割」が 52.6％で最も多く、次い

で「下水道料金の内訳と使い道」が 48.5％、「下水道の事業計画・進捗状況」が 42.4％となった。 

 年代別でみると、「下水道料金の内訳と使い道」では年代が低くなるほど高まる傾向にある。また「下

水道の歴史」や「下水道工事に関わる情報」では年代が高くなるほど高まる傾向にあることが分かった。 

 職業別でみると、「下水道料金の内訳と使い道」では無職がやや低かったが、他の項目ではどれも平均

的であり、特徴的な傾向は見られなかった。 

 

Ｑ１４ 下水道事業に関して、あなたが「知りたい」と思うことを教えてください。また、その「知りたい」

ことに対して、東京都下水道局が十分に PRできているかそれぞれ教えてください。 

 

 

図 4-14-1-1 東京都下水道局広報活動と都民ニーズ（項目別） 

 

 

 

図 4-14-1-2「下水道の仕組みや役割」回答者の属性別構成 
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図 4-14-1-3「下水道の事業計画・進捗状況」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-14-1-4「下水道料金の内訳と使い道」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-14-1-5「下水道に関する教育・広報施設」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-14-1-6「下水道局のイベント等」回答者の属性別構成 
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図 4-14-1-7 「下水道に関わる人々の具体的な仕事」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-14-1-8 「下水道の歴史」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-14-1-9 「下水道施設の見学案内」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-14-1-10 「下水道に関わる情報」回答者の属性別構成 
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4.14.1 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（項目別ＰＲ効果） 

【１.下水道の仕組みや役割】 

 【下水道の仕組みや役割】については、「どちらともいえない」が 38.8％と最も高く、次いで「あまり

PR できていない」が 28.7％となった。 

 年代別にみると、「十分に PR できている」と「まあまあ PR できている」をあわせた『高い評価』の割

合は 60歳代が 34.8％と最も高く、30歳代が 14.6％と最も低い結果となった。 

 職業別にみると、『高い評価』では無職が 43.4％で 17.4ポイント高かった。 

 

Ｑ１４ 下水道事業に関して、あなたが「知りたい」と思うことを教えてください。また、その「知りたい」

ことに対して、東京都下水道局が十分に PRできているかそれぞれ教えてください。 

 

 

図 4-14-1 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（１.下水道の仕組みや役割） 
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4.14.2 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（項目別ＰＲ効果） 

【２.下水道の事業計画・進捗状況】 

 【下水道の事業計画・進捗状況】については、「どちらともいえない」が 37.7％と最も多く、次いで「あ

まり PRできていない」が 33.9％となった。 

 年代別にみると、「十分に PR できている」と「まあまあ PR できている」をあわせた『高い評価』の割

合は 20歳代が 37.5％と最も高く、30歳代が 10.3％と最も低い結果となった。 

 職業別にみると、「あまり PR できていない」と「まったく PR できていない」をあわせた『低い評価』

では会社員・団体職員・公務員が 54.2％で 7.2ポイント高かった。 

 

Ｑ１４ 下水道事業に関して、あなたが「知りたい」と思うことを教えてください。また、その「知りたい」

ことに対して、東京都下水道局が十分に PRできているかそれぞれ教えてください。 

 

 

図 4-14-2 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（２. 下水道の事業計画・進捗状況） 
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4.14.3 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（項目別ＰＲ効果） 

【３.下水道料金の内訳と使い道】 

 【下水道料金の内訳と使い道】については、「どちらともいえない」が 39.4％と最も多く、次いで「あ

まり PRできていない」が 37.2％となった。 

 年代別にみると、「十分に PR できている」と「まあまあ PR できている」をあわせた『高い評価』の割

合は 70歳以上が 10.7％と最も高く、20歳代が 0％と非常に低い結果となった。 

 職業別にみると、「あまり PR できていない」と「まったく PR できていない」をあわせた『低い評価』

では無職が 38.9％と 14ポイント低かった。 

 

Ｑ１４ 下水道事業に関して、あなたが「知りたい」と思うことを教えてください。また、その「知りたい」

ことに対して、東京都下水道局が十分に PRできているかそれぞれ教えてください。 

 

 

図 4-14-3 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（３. 下水道料金の内訳と使い道） 
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4.14.4 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（項目別ＰＲ効果） 

【４.下水道に関する教育・広報施設】 

 【下水道に関する教育・広報施設】については、「どちらともいえない」が 37.1％と最も多く、次いで

「あまり PR できていない」が 31.8％となった。 

 年代別にみると、「十分に PR できている」と「まあまあ PR できている」をあわせた『高い評価』の割

合は 70歳以上が 21.0％と最も高く、60歳代が 10.7％と最も低い結果となった。 

 職業別にみると、「あまり PR できていない」と「まったく PR できていない」をあわせた『低い評価』

で家事専業が 26.7％で 17.7 ポイント低かった。 

 

Ｑ１４ 下水道事業に関して、あなたが「知りたい」と思うことを教えてください。また、その「知りたい」

ことに対して、東京都下水道局が十分に PRできているかそれぞれ教えてください。 

 

 

図 4-14-4 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（４. 下水道に関する教育・広報施設） 
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4.14.5 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（項目別ＰＲ効果） 

【５.下水道局のイベント等】 

 【下水道局のイベント等】については、「あまり PR できていない」が 44.4％と最も多く、次いで「ど

ちらともいえない」が 31.5％となった。 

 年代別にみると、「十分に PR できている」と「まあまあ PR できている」をあわせた『高い評価』の割

合は 30歳代が 21.4％と最も高く、70歳以上が 5.3％と最も低い結果となった。 

 職業別にみると、「あまり PR できていない」と「まったく PR できていない」をあわせた『低い評価』

ではアルバイト・パートタイマーが 30.0％と 24.1ポイント低かった。 

 

Ｑ１４ 下水道事業に関して、あなたが「知りたい」と思うことを教えてください。また、その「知りたい」

ことに対して、東京都下水道局が十分に PRできているかそれぞれ教えてください。 

 

 

図 4-14-5 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（５.下水道局のイベント等） 
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4.14.6 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（項目別ＰＲ効果） 

【６.下水道に関わる人々の具体的な仕事】 

 【下水道に関わる人々の具体的な仕事】については、「あまり PRできていない」が 42.7％と最も多く、

次いで「どちらともいえない」が 29.8％となった。 

 年代別にみると、「十分に PR できている」と「まあまあ PR できている」をあわせた『高い評価』の割

合は 20歳代が 14.3％と最も高く、50歳代が 2.2％と最も低い結果となった。 

 職業別にみると、「あまり PR できていない」と「まったく PR できていない」をあわせた『低い評価』

では無職が 40.0％で 21.5ポイント低かった。 

 

Ｑ１４ 下水道事業に関して、あなたが「知りたい」と思うことを教えてください。また、その「知りたい」

ことに対して、東京都下水道局が十分に PRできているかそれぞれ教えてください。 

 

 

図 4-14-6 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（６. 下水道に関わる人々の具体的な仕事） 
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4.14.7 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（項目別ＰＲ効果） 

【７.下水道の歴史】 

 【下水道の歴史】については、「どちらともいえない」が 39.6％と最も多く、次いで「あまり PR でき

ていない」が 37.1％となった。 

 年代別にみると、「十分に PR できている」と「まあまあ PR できている」をあわせた『高い評価』の割

合は 20歳代が 33.3％と最も高く、40歳代が 2.4％と最も低い結果となった。 

 職業別にみると、「あまり PR できていない」と「まったく PR できていない」をあわせた『低い評価』

ではアルバイト・パートタイマーが 45.5％で 11.1ポイント低かった。 

 

Ｑ１４ 下水道事業に関して、あなたが「知りたい」と思うことを教えてください。また、その「知りたい」

ことに対して、東京都下水道局が十分に PRできているかそれぞれ教えてください。 

 

 

図 4-14-7 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（７. 下水道の歴史） 
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4.14.8 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（項目別ＰＲ効果） 

【８.下水道施設の見学案内】 

 【下水道施設の見学案内】については、「あまり PR できていない」が 37.1％と最も高く、次いで「ど

ちらともいえない」が 31.8％となった。 

 年代別にみると、「十分に PR できている」と「まあまあ PR できている」をあわせた『高い評価』の割

合は 20歳代と 60歳代が 25.0％と最も高く、70歳以上が 3.0％と非常に低い結果となった。 

 職業別にみると、「あまり PR できていない」と「まったく PR できていない」をあわせた『低い評価』

ではアルバイト・パートタイマーが 35.7％と 13ポイント低かった。 

 

Ｑ１４ 下水道事業に関して、あなたが「知りたい」と思うことを教えてください。また、その「知りたい」

ことに対して、東京都下水道局が十分に PRできているかそれぞれ教えてください。 

 

 

図 4-14-8 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（８. 下水道施設の見学案内） 
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4.14.9  東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（項目別ＰＲ効果） 

【９.下水道に関わる情報】 

 【下水道に関わる情報】については、「あまり PR できていない」が 34.1％と最も高く、「どちらとも

いえない」が 32.2％となった。 

 年代別にみると、「十分に PR できている」の割合は 50 歳代が 28.5％と最も高く、60 歳代が 13.4％と

最も低い結果となった。 

 職業別にみると、「あまり PR できていない」と「まったく PR できていない」をあわせた『低い評価』

では無職が 33.3％と 10.7ポイント低かった。 

 

Ｑ１４ 下水道事業に関して、あなたが「知りたい」と思うことを教えてください。また、その「知りたい」

ことに対して、東京都下水道局が十分に PRできているかそれぞれ教えてください。 

 

 

図 4-14-9 東京都下水道局広報活動と都民ニーズについて（９. 下水道に関わる情報） 
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4.15 下水道事業の広報戦略について 

 下水道事業の広報戦略については、「テレビなどマスコミを活用した広報」が 64.4％と最も高く、次い

で「学校、区役所などの公共施設での広報活動（ポスター、パネル展示など）」が 37.2％、「インター

ネットでの動画配信」が 28.0％となった。 

 年代別でみると、最も高かった「テレビなどマスコミを活用した広報」はすべての年代で 5 割以上とな

った。「インターネットでの動画配信」は全体では 28.0％だが、20歳代では 54.5％、30歳代では 33.2％、

40 歳代では 29.0％と高い結果となった。「広報誌の配布」についても、全体では 17.9％だが、70 歳以

上では 41.4％、60 歳代では 26.2％と高い結果となった。 

 職業別でみると、「学校、区市役所などの公共施設での広報活動」ではアルバイト・パートタイマーや

家事専業が全体より 10 ポイント程度高く、「下水道局が発行する広報誌の配布」では無職が 32.0％と

14.1ポイント高かった。 

 

Ｑ１５ 下水道事業について、都民の方にもっと知ってもらえるようにするために、どのような取組みを行

うと良いと思いますか。（○はいくつでも） 

 

図 4-15-1 下水道事業の広報戦略について（全体） 
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図 4-15-2 「著名な有名人・芸能人が参加するイベントの開催」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-15-3 「インターネットでの動画配信」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-15-4 「下水道局ホームページのリニューアル」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-15-5 「新しいキャラクターやグッズの作成」回答者の属性別構成 
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図 4-15-6 「テレビなどマスコミを活用した広報」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-15-7 「学校、区市役所などの公共施設での広報活動（ポスター、パネル展示など）」 

回答者の属性別構成 

 

 

図 4-15-8 「スマートフォン用アプリの開発」回答者の属性別構成 

 

 

図 4-15-9 「下水道局が発行する広報誌の配布」回答者の属性別構成 
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図 4-15-10 「下水道施設の見学会の回数増加」回答者の属性別構 

 

 

図 4-15-11 「街頭ビジョンやトレインチャンネルなどデジタルサイネージへの広告提出」 

回答者の属性別構成 
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4.16 下水道汚染防止への関心度 

 油で汚れた洗い物をする際に、汚れを拭き取ってから洗っているかというアンケートについては、「い

つも拭き取ってから洗っている」が 30.7％、「時々拭き取ってから洗っている」が 41.1％、「拭き取ら

ずに洗っている」が 25.4％となった。 

 年代別でみると、「いつも拭き取ってから洗っている」では 70歳代が 41.4％と最も高く、40歳代が 25.8％

と最も低い結果となった。 

 職業別でみると、「いつも拭き取ってから洗っている」では家事専業が 46.5％で 15.8 ポイント高かっ

た。 

 

Ｑ１６ あなたのお宅では、油で汚れたお皿やお鍋などを洗うとき、古新聞、キッチンペーパーなどで拭き

取ってから洗っていますか。以下の選択肢の中から、該当するものを一つだけお選びください。 

 

 

図 4-16 下水道汚染防止への関心度 
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4.17 東京都下水道局事業に対する意見・要望 

 東京都下水道局事業に関しての意見・感想については、「イベント・PRを展開して欲しい」が 26.4％と

最も高く、次いで「満足しているので現状維持をしっかりやって欲しい」が 15.9％、「勉強不足を自覚

した・能動的に知っていきたい」が 13.8％となった。 

 

Ｑ１７ 東京都下水道局事業に関して、ご意見・ご要望がありましたら、どのようなことでも結構ですので

ご自由にお応え下さい。（自由回答） 

 

図 4-17-1 東京都下水道局事業に対する意見・要望 

 

 

図 4-17-2  イベント・PR を展開して欲しい
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図 4-17-3  既存機能の改善や新設備を検討して欲しい

 

 

図 4-17-4  勉強不足を自覚した・能動的に知っていきたい

 

 

図 4-17-5  日常利用に関する身近な情報開示が欲しい

 

 

 

図 4-17-6  満足しているので現状維持をしっかりやって欲しい
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図 4-17-7  災害対策を強化して欲しい

 

 

図 4-17-8  水道料金の値下げをして欲しい

 

 

図 4-17-9  工事に関する意見・指摘がある

 

 

図 4-17-10 下水道に関して教育に織り込むことが必要
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図 4-17-11 その他

 

 

図 4-17-12 特になし

 

 

 

 

【東京都下水道事業に対する意見・要望】 

 

➢イベント・PR を展開して欲しい  

♦ 積極的に TV ニュースや新聞にかかえている問題を提供する事。つまり広告広報費をかけないで効率

化を考える。（70 歳以上、新宿区） 

♦ わかりやすく PR してもらいたい。（50 歳代、杉並区） 

♦ 大事な仕事だと思うので、どういう人がどういう仕事をしているか、もっと PR してよいと思います。

（30 歳代、足立区） 

♦ 清掃事業の PR はお祭りなどのイベントでみるが、下水道事業についてはあまり見かけない。やはり、

子供と見学などが多くなるので、子供が参加するようなイベントで PR を増やしてほしい。（40 歳代、

荒川区） 

 

➢既存機能の改善や新設備を検討して欲しい  

♦ 老朽化した管の早期更新をお願いします。（60 歳代、新宿区） 

♦ 震災時や台風時にも安心していられるための設備投資を優先してほしい。（40 歳代、大田区） 

♦ 災害に備え、古い施設や、万全でない部分を調べ、対策して欲しい。（70 歳以上、足立区） 

♦ これからは豪雨の災害が多くなってくると思います。そのためにもぜひ、雨水を貯める貯水施設を整

備してほしいです。汚水を川などに流さないようにしてほしいです。私もなるべく油を流さないよう

に気を付けます。川の水が前に比べてきれいになってきたのは本当にうれしい事です。（60 歳代、大

田区） 
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➢勉強不足を自覚した・能動的に知っていきたい  

♦ いつもお世話になっており助かります。今回のアンケートを通じて自分が下水道関連知識があまりに

ないことに気づきました。引き続き、いろんな媒体を通じて意識付け頂きたく存じます。（50 歳代、

渋谷区） 

♦ 今回のアンケート回答が良い機会となりましたので今後はより関心を持って事業について理解するよ

うに自分でも努めます。継続的なご努力に感謝します。（60 歳代、渋谷区） 

♦ 下水のことをもっと知りたいと思いました。（30 歳代、杉並区） 

♦ 下水道ってなんとなくわかっている様で、よく知らない。知識不足の自分をはずかしく思いました。

今回のアンケートがなければ、気づかなかったかもしれません。東京都下水道局での取組なども初め

て見ました。昨年は自然災害の恐ろしさと下水道の問題で国民の知るものとなりました。今が意識を

深めるチャンスなのかもしれません。（50 歳代、品川区） 

 

➢日常利用に関する身近な情報開示が欲しい  

♦ 都民として下水道維持のために心掛けることを分かり易く説明してもらいたい。（60 歳代、練馬区） 

♦ 油で汚れたお皿を拭き取った方がいいことは初めて知りました。まだ知らない人も多いいので、もっ

とアピールした方が。下水道にいいことをたくさん知りたいです。（50 歳代、板橋区） 

♦ 災害時にお役立ちの下水道利用法。公園の簡易トイレ（災害時）が直接下水道に穴があいているのは

知ってる。一般人でも活用できる方法の広報を。（50 歳代、中野区） 

 

➢満足しているので現状維持をしっかりやって欲しい  

♦ まず、普遍的な生活の一部として当たり前過ぎるほど当たり前になってしまっている下水道に関して、

改めて関心を持つきっかけとなる今回のアンケートに感謝しています。その上で、当たり前過ぎるほ

ど当たり前ということは、何ら意見や要望が生まれないほど十分な事業をなさっているという事だと

も思いました。これからも私達の生活をお守りください。よろしくお願い致します。（30 歳代、杉並

区） 

♦ 水がないと生活が成り立たないので、非常に大切な事業だと思います。ですが、ちょっと地味なイメ

ージがあるなぁと感じます。（40 歳代、板橋区） 

♦ これからは下水道の維持が大変になると思いますが、下水道は我々の生活を守る上で不可欠な存在な

ので、様々な事業を積極的に進めてほしいです。（50 歳代、文京区） 

♦ いい水環境が保全され感謝しています。ベニスの様に世界一水がきれない「水の都」になることを期

待します。（50 歳代、渋谷区） 

 

➢災害対策を強化して欲しい  

♦ 震災時への対策を強化していただきたい。（50 歳代、荒川区） 

♦ 近年の大雨で洪水の不安は増大している。排水性能を拡充し、安心・安全な地域社会を実現して欲し

い。（50 歳代、葛飾区） 

♦ 台風等の大雨時における浸水被害防止のための下水道関連施設の整備は重要。（70 歳以上、江東区） 

♦ 地震、津波、大停電など、想定の程度を高くして、私達が安心して暮らせる設備を作っていただきた

いと思います。（70 歳以上、練馬区） 

 

➢下水道料金の値下げをして欲しい  

♦ 料金を安くできないか（30 歳代、大田区） 

♦ 体制の合理化による、費用の低減化。（70 歳以上、板橋区） 

♦ 徴収した料金の使いみちや下水道行政について積極的にアピールすべき。水道料金と一緒に徴収され

るので何をしているのかわかりにくくなっているので。（40 歳代、北区） 
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➢工事に関する意見・指摘がある  

♦ これだけ身近に工事を施工しているので、工事を行う（予定も含め）地区に町会などに PR し、地域

に伝えてもらえばよいと思う。都民に最も身近なのに PR が不足しており、勿体ない。（70 歳以上、

品川区） 

♦ せっかく舗装してきれいになった道路も 3 年くらいすると下水管が古くなったとか言って、年度末な

どに一気に頻繁にいたるところで工事を始めるところを、もっと計画的に道路補修工事時に一気にや

るとか、横のつながりをもってやってほしい。側に商店街のきれいなところなど下水に限らず頻繁に

年度末に実施しているというのが信じられない。（50 歳代、中野区） 

♦ 以前、家に入る道路でマンホールを開けて、カメラで調査をしていたが、道路使用も取らず、事前 PR

もせず、やっていた。車が通行するので、一旦やめて、通らせてくれと言い、施工の人からは分かり

ましたすぐどけますといわれたが、10 分以上待たされ、買い物したものが温まってしまった。それ以

来、下水道工事は、信頼していない。下水道局は、住民の配慮ができる工事会社を採用してほしい。

もしくは、しっかり教育をして欲しい。（50 歳代、目黒区） 

 

➢下水道に関して教育に織り込むことが必要  

♦ 下水道の仕組み等を学校教育の中で教える機会があったらいいと思います。（30 歳代、板橋区） 

♦ 見学施設は子供の教育には意外と良い。施設内にもフリーで入れる見学ルートとかあればよい。また、

日本の技術を海外に提供する事で、戦略的に収益と技術力強化が得られる仕組みを考えて欲しい。（40

歳代、江東区） 

♦ 未来を担う子供達に、しっかり PR することが重要だと思います。子供が親に話してくれことで、大

人達も下水道に関する意識が高まるのではないでしょうか。（40 歳代、大田区） 

♦ 若い世代がこれからの未来を担うのだから、若い世代が興味をもてるような、新しい取組みが必要だ

と思う。特に、中学生や高校生といった流行の最先端をいく若者が参加しやすい取組みなど。（40 歳

代、世田谷区）  

 

➢その他  

♦ 毎年夏休み？に応募している水再生センターの施設見学会に何回も応募してますが当たりません。関

心ある人たちの声を拾う上でも見学会の回数を増やしてもらえると嬉しいです。（40 歳代、練馬区） 

♦ 今後の取組みについて、有名人・芸能人を活用したり、新しいキャラクターを作成することは効果が

ないと思います。インパクトのある動画やテレビで十分だと思います。（30 歳代、世田谷区） 

♦ 東京アメッシュのスマホアプリを作ってほしい。昔のアメッシュの方が使いやすく、わかりやすかっ

た。（画面が見やすかった）お天気のお姉さんより頼りになるのでよく使っている。近年はゲリラ豪

雨や台風による水害により、水処理能力に期待されていますが、急ピッチで対策をやってくれている

と感じます。人間は水に生かされ、水に命をうばわれる事もあります。私達に切っても切れない水を

扱う職についている方を尊敬します！もっとアピールした方がいいです！（40 歳代、中央区） 


